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研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラム障害(ASD)を併存するADHD児への夏季治療プログラム(STP)の効果を検証
し、診断方法を開発することを目的とした。2008-11年にSTPに参加した小学生69名（ADHD単独児53名、ASD併存児16名
）を対象とし、行動評価とADHD評価尺度の改善を検討した結果、両群の効果に全く差がなかった。前腕回内回外運動を
客観的に評価する方法を確立、両群間で差を認めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to demonstrate the efficacy of summer treatment prog
ram (STP) in ADHD children comorbid with ASD compared to children with ADHD. The subjects were sixty-nine 
elementary school children with ADHD who participated in STP during 2008-11. Among them 16 ADHD children w
ere comorbid with ASD. Behavioral evaluation during STP and ADHD rating Scale were analyzed and there were
 no difference in the efficacy of STP between ADHD group and ADHD comorbid with ASD group.  
The objective method for evaluating diadochokinesia was newly developed and 3 parameters were analyzed 1) 
Synchronicity of movements in both hands, 2) Followability of tempo, 3) Stability of the posture (movement
s of elbows and arms other than pronation/supination) were compared between the 2 groups.  There were diff
erences in these 3 parameters between the 2 groups suggesting that this method may be useful in distinguis
hing the 2 groups.
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１．研究開始当初の背景 
注意欠如多動性障害 (Attention Deficit 
Hyperactivity Disorder: ADHD)および自閉
症スペクトラム障害 (Autism Spectrum 
Disorder: ASD)は、それぞれ学童の 3%、1%
に認められる神経発達障害であり、両者が併
存することも多い。我々は、米国で治療エビ
デンスが確立している ADHD 小学生への夏
季治療プログラム (Summer Treatment 
Program: STP)を 2005 年から福岡県久留米
市で開始し、2 週間プログラムを確立した。
しかし、ASDを併存する ADHD児への STP
の効果は確立していない。また ADHD 単独
児、ASD併存 ADHD児の病態を鑑別できる
ような客観的評価法も少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ASD を併存する ADHD 児への
STPの有効性について ADHD単独児と比較
して検証すること、診断・病態に関する客観
的評価法を開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
1) 2008-11 年に STP に参加した小学校 2~6
年生 95名中、欠損データのない 69名を対象
とした。主要評価項目は、Point systemの加
点、減点および総合獲得 point（点数が高い
ほど適切な行動ができている）、STP 前後の
保護者、教師による ADHD Rating Scale(RS)
および反抗挑戦性(ODD)尺度である。なお通
常の STP プログラムに乗れず、個別プログ
ラムを要したASDを併存するADHD児分析
から除外した。 
2) STP 参加児を対象に 3軸加速度角速度セン
サーを用いた定量的評価システムによって
微細神経徴候である前腕回内回外運動を客
観的に評価した。「左右の協調性」、「テンポ
の追従性」、「姿勢の安定性」の３点を分析し
た。STPに参加した 7~9歳の ADHD単独児
16 名と ASD と ADHD 併存児４名の結果を
比較した。 
４．研究成果 
1) ADHD単独児は 53名、ASDと ADHD併
存児は 16 名であった。全ての評価項目に交
互作用がみられず、ADHD 児と ASD と
ADHD併存児とで STPの効果に違いはなか
った。STP前後の主効果に有意差 (p<.05)が
みられた項目は、Point: 総合点、加点、減点
の全て有意に改善、保護者評価: ADHD RS
の不注意、多動・衝動性改善（ODD 症状 
p<.10）、担任評価: ADHD RSの不注意、ODD
症状改善であった。 
STP で個別プログラムを要さない程度の
ASDを併存する ADHDについては、ADHD
単独児と STP の治療効果は全く差がないこ
とがわかった。 
2) 前腕回内回外運動野定量的評価システム
を用いた ADHD単独児と ASDと ADHD併
存児の比較では、「テンポの追従性」におい
てASD併存児群のスコアがADHD単独群よ

りも良く、「左右の協調性」と「姿勢の安定
性」おいて ASD併存児のスコアが ADHD単
独群を下回った。本検査は、ADHD で ASD
を併存しているかの客観的評価法に使える
可能性が示唆された。 
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